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［ はじ めに］  
リ ンパ 浮腫 に対 する 治療 は ,  用手 的な マッ サー ジや 圧迫 を中 心と した 保
存 療 法 が 長 ら く 主 体 だ っ た .  近 年 ,  医 療 機 器 と 手 術 手 技 の 進 歩 に 伴 い ,  
マ イク ロサ ージ ャリ ーを 中心 とし た外 科療 法が 広ま った .  具 体的 には リ
ン パ管 静脈吻 合術 （ LVA） ( O’ Br ien  e t  a l . ,  1977） や血 管柄 付きリ ンパ
節 移植 ,  リ ンパ管 移植 などで ある .  そ の中 でも 侵襲の 低さ から LVA が 世
界 で 広く 行 われ ,  その 有用 性 は文 献的 にも 数 多く 報 告さ れて い る .  しか
し ,  吻 合 部 が 経 時 的に 閉 塞 す るこ と や 標準 的 な 方 法 では LVA 単 独 の浮
腫 減 少効 果 は限 定的 で ある こと も 報告 され て いる .  その た め ,  ドレ ナー
ジ 効果 が高く 長期 的に開 存す る「質の 高い 吻合 」を どの ように 行う か ,  と
い うこ とが臨 床的 に解決 すべ き課 題となっ てい る .   
そ こで 我々は ,  皮 下集 合リン パ管 の同定方 法に 着目し た .  LVA など 手術
を 行 う 際 ,  近 赤 外 線 蛍 光 リ ン パ 管 造 影 (NIR )  (Unno  N  e t  a l . ,2 007)  
( Ya ma moto  T  e t  a l . ,2011 ) ( Bur n ier  P e t  a l . ,2017 ）を 用いて 皮下 集合リ
ン パ 管を 同 定す るこ と が 一 般的 で ある .  こ れ は ,  患 肢に 蛍 光色 素を 注射
し リ ン パ 流 を リ ア ル タ イ ム に か つ ダ イ ナ ミ ッ ク に 観 察 す る も の で あ る .  
非 常に 有用性 が高 い検査 法 s であ るが ,  近 赤外 線波長 の蛍 光をカ メラ で
観 察 す る た め ,  観 察 可 能 深 度 は 約 ２ cm 程 度 と 言 わ れ て い る .  し か も ,  
リ ン パ 浮 腫 の 患 肢 で は 一 旦 集 合 リ ン パ 管 へ 取 り 込 ま れ た リ ン パ 液 が リ
ン パ管 から皮 下や 真皮内 に逆 流す るように 漏出 する Dermal  Ba ck  Flow
（ DB F）と いう現 象が 生じる .  NIR に おいて DBF を認 める部 位は 真皮層
で 蛍 光 を 発 し て し ま う た め ,  そ れ よ り 深 部 は 観 察 で き な い .  つ ま り ,  
 
 
NIR 単 独で 同定 できる 皮下 集合リ ンパ 管は 限定 的で ,  多く の症 例で同 定
で きず 吻合 でき ない 機能 的リ ンパ 管が 潜在 して いる と考 えた .  そ こで わ
れ われ は末 梢動 脈性 疾患 に対 して 使用 する ガイ ドワ イヤ ーを 改良 し ,  適
度 な柔 軟性を 持ち リンパ 管へ 挿入 可能な細 径ワ イヤー（ LW）を 開発 した .  
本 稿で は LW の 動物実 験に おける 前臨 床評 価と ,  ヒ トにお ける 臨床使 用
経 験を 報告す る .   
 
［ 対象 と方法 ］  
前 臨床 評価と し ,  ブタ ６頭を 対象 とし て LW の 評価を 行っ た .  ブタ後 肢
下 腿 にお い て皮 下集 合 リン パ管 を 同定 し ,  そ の 外径 を計 測 した .  顕 微 鏡
下 に同 定した リン パ管に おい て側 孔を形成 し ,  LW を挿 入し た .  LW を鼠
径 リ ン パ 節 ま で 進 入 さ せ ,  複 数 回往 復 させ た .  LW が 往 復 し た リ ン パ管
を 逆 行性 に 造影 し弁 機 能障 害の 有 無を 評価 し た .  ま た ,  そ のリ ンパ 管と
リ ンパ 節を採 取し 内膜損 傷な どを 組織学的 に解 析した .   
ヒ トに 対する 臨床 使用は 下肢 リン パ浮腫患 者２ 例を対 象と した .  NIR を
用 いて 膝関節 周囲 の皮下 集合 リン パ管同定 し ,  顕微 鏡下 に LW を挿 入し
た .  X 線 透視 装置 で確認 しな がら LW を進 入さ せ ,  それら をも とに大 腿
部 にお いて皮 下集 合リン パ管 の同 定を試み た .   
 
［ 結果 ］  
ブ タ後 肢下腿 にお いて 36 本の 皮下集 合リン パ管 を同定 した .  外 径は 0 .3
～ 0 .7mm (0 .41±0 .11mm)であ った .  そのう ち 30 本 におい てリ ンパ 管ワ
イ ヤー を挿 入し た .  ヒト と異 なり 皮下 集合 リン パ管 の分 枝や 合流 が多 か
っ たが ,  い ずれも 抵抗 なく挿 入・進 入可能 であ った .  LW の挿入 を反 復し
た 部位 へシ ース を逆 行性 に留 置し 造影 を試 みた とこ ろ ,  抵抗 が強 くわ ず
か ばか りも 造影 剤を 注入 する こと はで きな かっ た .  組織 学的 解析 にお い
て は ,  採 取した リン パ管 の一 部に 内皮 損傷 と炎 症細 胞の 集積 をわ ずか に
認 め た .  採 取し た リン パ節 に おい ては 出血 を 疑う 所 見を 認め た .  好 酸球
を 中心 とし た炎 症細 胞の 集積 を認 めた が ,  正 常な リンパ 節で も同 様の 所
見 を認 めた .   
下 肢リ ンパ 浮腫 患者 ２例 にお いて は ,  いず れも 膝関 節近 傍内 側で 皮下 集
合 リン パ管を 同定 し ,  顕微鏡 下に LW を挿 入し た .  LW の 挙動 を X 線透視
 
 
装 置で 確認 しな がら 大腿 部近 位ま で進 入さ せた .  透視所 見を もと に大 腿
部 に お い て 皮 下 集 合 リ ン パ 管 を 同 定 し ,  リ ン パ 管 静 脈 吻 合 術 を 施 行 し
た .   
 
［ 考察 ］  
動 物実 験と臨 床使 用にお いて ,  開 発し た LW が 皮下集 合リ ンパ管 を同 定
す る 方法 と して 有用 で ある こと を 確認 した .  臨 床的 には ,  大腿 部な ど近
位 かつ 深部 の皮 下集 合リ ンパ 管を 同定 する こと が可 能と なる ため ,  そ う
い っ た 部 位 に お け る 術 中 の リ ン パ 管 同 定 法 と し て 有 用 で あ る こ と が 示
唆 され た .   
ブ タ後 肢の 皮下集 合リ ンパ 管径は 約 0 .4mm 程度で ,  ヒ トと 同等 であっ
た .  ヒ ト と異 な り分 枝 や 合流 が 散見 さ れた が ,  手 技的 に は問 題 なく LW
の 挙動 を確 認す るの に十 分で あっ た .  組織 学的 には 内膜 損傷 をご く一 部
に 認 めた が ,  過 度 な操 作を 行 った リン パ管 の 評価 で あ る こと と ,  弁 機能
障 害は 来し てい ない こと など から ,  臨 床上 の問 題は 生じ えな いも のと 思
わ れ た .  冠 動脈 に おけ るワ イ ヤー やカ テー テ ル ,  そ の他 の デバ イス によ
る 穿 孔 の リス ク は 報告 に よ り異 な るが ,  約 0 .1％ ～ 0 .58％ と され て いる
( Fa ssea s  P e t  a l . ,2004 ) .  リンパ 管は 穿孔 して も致死 的な 合併症 とは な
り え ない が ,  X 線 透視 装置 など 補助 デバイ ス を使 用し ,  穿 孔を 疑う 場合
に は適 宜造影 し ,  確認 するこ とが 重要と考 える .   
ま た本 検証 で使 用し たブ タは 疾患 モデ ル動 物で はな く ,  正常 なリ ンパ 管
に お いて 評 価し てい る .  そ の ため ,  内膜損 傷 やリ ン パ管 穿孔 の リス クは
実 臨床 にお ける デー タと 異な る可 能性 があ る .  ヒ トにお ける 臨床 使用 も
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